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　 　理念

　 　行動指針

２．環　境　方　針１．学長メッセージ１．学長メッセージ
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　 　理念理念

　 　行動指針行動指針

２．環　境　方　針２．環　境　方　針１．学長メッセージ
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常三島地区

蔵本地区

新蔵地区

昭和２４年　５月　国立学校設置法により、徳島師範学校、徳島青年師範学校、徳島

医科大学、徳島医学専門学校、徳島高等学校及び徳島工業専門学

校を包括して、学芸学部［昭和41年改称、平成2年3月廃止］、医

学部及び工学部の３学部からなる徳島大学を設置

　　　　　　　　　徳島医科大学附属病院は徳島大学医学部附属病院と改称

昭和２５年　３月　学芸学部に通信教育部を設置［昭和34年3月廃止］

昭和２６年　４月　薬学部を設置

昭和２７年　５月　附属図書館を設置

昭和２９年　４月　工業短期大学部を併設［昭和8年3月廃止］

昭和３０年　７月　大学院医学研究科を設置

昭和３９年　４月　大学院工学研究科を設置

昭和４０年　４月　教養部を設置［平成5年3月廃止］、大学院薬学研究科を設置

昭和４１年　４月　学芸学部を教育学部に改称　

昭和４４年　４月　大学院栄養学研究科を設置

昭和４６年　４月　大学院栄養学研究科に博士課程を設置

昭和５１年１０月　歯学部を設置

昭和５４年　４月　歯学部附属病院を設置

昭和５８年　４月　大学院歯学研究科を設置

昭和６１年　４月　教育学部を改組し、総合科学部を設置

昭和６２年　４月　大学院薬学研究科に博士課程を設置

昭和６２年１０月　医療技術短期大学部を併設［平成17年3月廃止］

平成　３年　４月　大学院工学研究科に博士課程を設置

平成　５年１０月　工学部に夜間主コースを設置

平成　６年　４月　大学院人間・自然環境研究科修士課程を設置

平成１３年１０月　医学部に保健学科を設置

平成１５年　４月　医学研究科に修士課程を設置

平成１５年１０月　医学部附属病院と歯学部附属病院を統合し、医学部・歯学部附属

病院を設置

平成１６年　４月　国立大学法人徳島大学設立

　　　　　　　　　大学院医学研究科、歯学研究科、栄養学研究科及び薬学研究科が

統合再編され、大学院医科学教育部、口腔科学教育部、薬科学教

育部、栄養生命科学教育部及びヘルスバイオサイエンス研究部を

設置

平成１８年　４月　学校教育法改正により、薬学部に６年制課程を設置

　　　　　　　　　大学院に保健学科教育部、先端技術科学教育部及びソシオテクノ

サイエンス研究部を設置、助産学専攻科を設置

平成１９年　４月　歯学部口腔保健学科を設置、疾患酵素学研究センターを設置(分子

酵素学研究センターの転換)

平成２０年　４月　大学院保健科学教育部博士後期課程を設置

　　　　　　　　　疾患ゲノム研究センターを設置(ゲノム機能研究センターの転換）

平成２１年　４月　総合科学部を人間文化、社会創生、総合理数の３学科に改組

　　　　　　　　　大学院総合科学教育部を設置

（１）沿革（１）沿革

（３）職員・学生数

３．大　学　概　要３．大　学　概　要
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教育研究評議会

部局長会議

経営協議会

学長選考会議

監　　事

学長補佐

学部事務

学部事務

学部事務

事 務附属図書館

保健管理センター

事務局

機 　 構

監 査 室

学内共同教育研究施設等

専 攻 科

大 学 院

学 　 部

総合科学部
医学部
　　　医学部･歯学部附属病院
歯学部
薬学部
工学部

総合科学教育部
医科学教育部
口腔科学教育部
薬科学教育部
　　　附属医薬創製教育研究センター
栄養生命科学教育部
保健科学教育部
先端技術科学教育部
ソシオ･アーツ･アンド･サイエンス研究部
ヘルスバイオサイエンス研究部　　
ソシオテクノサイエンス研究部

大学開放実践センター
疾患酵素学研究センター
高度情報化基盤センター
疾患ゲノム研究センター
アイソトープ総合センター
国際センター
全学共通教育センター
評価情報分析センター
ストレス栄養科学教育研究センター
埋蔵文化財調査室

助産学専攻科

教育実践推進機構
研究連携推進機構
社会連携推進機構
情報化推進機構

役 員 会
学 長
理事(副学長)

学　　　長
理　　　事
監　　　事
病　院　長
教 　 授
准 教 授
講 　 師
助 　 教
助 　 手
寄附講座教員
受託講座教員

施設技術職員
教室技術職員
医療技術職員
看 護 職 員
技 能 職 員

教育職員

職　名　等

技術職員

合　　　計

事務職員

総 合 科 学 部
医 　 学 　 部
歯 　 学 　 部
薬 　 学 　 部
工 　 学 　 部

０ ２０

学　　　部
４３６
６１８
１７９
１９２

２,４９５
３,９２０

男
６８６
７２５
１５８
１４３
３５７

２,０６９

女
１,１２２
１,３４３
３３７
３３５

２,８５２
５,９８９

合　計

合　　　計

修士課程(博士前期課程）
博士課程(博士後期課程）

８３１
４４１

１,２７２

男
２６９
２１０
４７９

女
１,１００
６５１

１,７５１

合　計

合　　　計

( )は有期雇用職員で概数

助 産 学 専 攻 科
男 女

２０

合　計

男

１
５

１(1)
１

２４９
１７８
８５
２０４

１
６
３

１８８
２０
５０
５８
１６
１１

１,０７７(1)

女

―　
０
０
０

１８
２２
１８
８２
０
０
１

９９
１

４０
４３
５２２

１
８４７

合　計

１
５

１(1)
１

２６７
２００
１０３
２８６
１
６
４

２８７
２１
９０
１０１
５３８
１２

１,９２４(1)

職員数

学部学生

大学院生

専攻科

(単位：人)

（１）沿革

（平成21年5月1日現在）（３）職員・学生数（３）職員・学生数

３．大　学　概　要
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総合科学部は、現代社会の多様化や複雑さに対応できる幅広い基
礎知識と教養を身につけ、既存の専門分野にとらわれず、複数の分
野を見通せる広い視野を持った人材の養成を目指しています。

医学を実践する医師としての使命感を培い、地域医療へ貢献する
と共に、新たな知識を創造し、自ら世界に情報を発信できる国際性
豊かな人材の育成を目指しています。

歯科領域にとどまらない広い知識と最新の治療技術を身につける
と共に、歯科医師として必要な倫理を備えた、魅力ある人間性をも
った歯科医師の養成を目指しています。

（４）学部の紹介（４）学部の紹介

徳島大学環境報告書2009



生命科学を基盤とする薬学を通して、薬の専門家としての知的・技術
的基盤、医療に関わる使命感と倫理観をもち、人類の福祉と健康に貢献
する人材の養成を目指しています。

技術とその進歩が人類と社会に及ぼす影響について強い責任感
を持ち、社会の変化に柔軟に対応できる探求力、問題解決力、想
像力をもつ技術者の養成を目指しています。

生命の尊重と個人尊厳の保持を基調とし、先端的で生きる力をはぐくむ医療を実践し、地域医療及び社会
への貢献をめざしています。また、高い倫理観を備えた医療人、人間愛に溢れた医療人の養成を目指してい
ます。

（４）学部の紹介

徳島大学環境報告書2009



環境に関連する教育・学習機会を維持し、増
加させる。

環境に関連する研究を維持し、増加させる。

前年度比で２％の削減を目標とする。

前年度比で１％の削減を目標とする。

前年度比で１％の削減を目標とする。

毎月第２・第４金曜日をノーカーデーとする
運動に取り組む。

用紙類の使用量を前年度比１％削減する。

廃棄物の分別を徹底し、リサイクルの促進を
図る。

徳島大学グリーン調達方針に基づく調達を行
う。

各種法規制を遵守し適正な管理に努める。

有機廃液、無機廃液及び写真廃液を適正に処
理する。

樹木の植栽と維持管理に努める。

放置自転車の撤去を進めるとともに、ｷｬﾝﾊﾟｽ内と周辺地域
への違法駐輪の削減のため、ｷｬﾝﾊﾟｽ内の自転車及び交通の
在り方を検討する。

喫煙場所を明確化し、喫煙場所以外を禁煙とする。

学部・大学院における環境教育・学習の一層
の推進を図る。

大学における環境関係の研究を充実する。

用紙類の使用量を６年間で６％削減する。

廃棄物の分別を徹底し、廃棄物の発生抑制、リ
サイクルの促進を図る。
環境配慮型製品を優先的に購入する「グリー
ン購入」を促進する。

化学物質の適正な管理を進める。

廃液の発生抑制を促進し、適正に処理する。

キャンパス内の緑を適正に管理し、緑化の推進
を図る。
放置自転車を削減し、効果的自転車管理に努
める。

分煙環境の整備と施設利用者への周知徹底に
より受動喫煙の防止に努める。

削減行動計画
に基づき、 排
出量を２００４年度
と比較して６年間で
１０％削減する。

環境教育・研究

　 　削   減

用 紙 類 の 使 用

前年度比で２％の削減を目標とする。水の使用量水 資 源 の 使 用

一般廃棄物の排出

製 品 の 購 入

化学物質の使用

廃 液 処 理

キャンパス緑化

放置自転車の存在

喫 煙

キャンパス内、地域周辺の清掃活動への推進を
図る。

地域社会と連携して、情報発信を活発に行う。

学生による自主的な環境活動の促進を図る。

地域社会との連携及び情報発信に努める。地 域 社 会

電 気 の 使 用 量

ガ ス の 使 用 量

重 油 の 使 用 量

ノーカーデーの取り組み

環 境 側 面 環 境 目 的 ２ ０ ０ ８ 年 度 環 境 目 標

学生の自主的活動

（１）環境側面に関わる取り組み（１）環境側面に関わる取り組み

（２）学生の自主的な活動及び地域社会との連携に関わる取り組み（２）学生の自主的な活動及び地域社会との連携に関わる取り組み

４．環境保全活動計画の目的・目標４．環境保全活動計画の目的・目標
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30～3425講座開催
延べ1752名受講

27講座開催

-1.7％

-7.4％

-21.8％

実施

-3.0％

-0.5％

-8.0％

実施

実施

実施

実施

実施

実施

31～34

12

13

13

17

14

15

24

29

28

23

 -

 -

 -

39

43

産官学の共同研究など環境関連研究の実施に努めました。

環境関連講座を開催し、継続的に環境教育の充実に努めました。

研　究

教　育

個別空調化を推し進めると共に、使用時間、設定温度を守るように努めました。

使用時間を守るように努めました。

毎月第２、第４金曜日前日に学内ホームページの掲示板により呼びかけ啓発に努めました。

全学において紙類を削減するよう努めました。

一般廃棄物の発生抑制に取り組み抑制ができました。

１７分野中、紙類、文具類、オフィス家具等、家電製品、照明、制服・作業服、作業手袋、その
他繊維製品が１００％に達していませんでしたが、その他については１００％達成しています。

法の遵守については、適正に管理に努めました。

見回りを行い敷地外にはみ出している枝等を伐採しました。

各地区の学部では、放置自転車の対策として年２回整理を行い環境美化に努めました。

蔵本地区ではキャンパス内を禁煙とし、他の地区では喫煙場所を定め環境整備に努めました。

年2～3回キャンパスの清掃活動を行うと共に、吉野川の河川敷の清掃活動に参加して
います。
様々な分野において地域社会と連携し、講師派遣や社会活動に積極的に情報発信し
ました。

有機廃液は年間１２回、無機廃液は年間2回にそれぞれ分けて外部委託により適正に処理
しました。その他の廃液も外部委託により適正に処理しました。

節水コマや自動水洗、小便器の人感センサー制御方式の導入などによる節水に努めました。

２ ０ ０ ８ 年 度 取 り 組 み 状 況 実　績 評　価 参照頁

評価の区分：　　　目標達成　　　　　継続中

実施

実施

（１）環境側面に関わる取り組み

（２）学生の自主的な活動及び地域社会との連携に関わる取り組み

４．環境保全活動計画の目的・目標
本学では、２００５年９月２日に徳島大学環境保全活動計画を策定し、目的・目標に向けて全学的に取り組み、
必要な改善を行い環境負荷の低減に努めています。

徳島大学環境報告書2009

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

環
境
方
針

大
学
概
要

環
境
保
全
活
動
計
画
の

目
的
・
目
標

マ
テ
リ
ア
ル
バ
ラ
ン
ス

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
と

そ
の
低
減
対
策



エネルギー使用量　電力　　　44,454千ｋＷｈ
　　　　　　　　　ガス　　　 9,832千ｍ3
　　　　　　　　　重油　　　　 305ｋ
　　　　　　　　　ガソリン     8.2ｋ
物質使用量　　　　用紙類       130ｔ
水資源使用量　　　上水　　　   223千ｍ3
　　　　　　　　　井水　　  　 359千ｍ3

エネルギー使用量　　電力　　　　　　　　　　10,532千ｋＷｈ
　　　　　　　　　　ガス　　　 　　　　　　　  694千ｍ3
　　　　　　　　　　重油     　　　　　　　     48ｋ
　　　　　　　　　　ガソリン  　　　　　　　   2.4ｋ
物質使用量　　　　　用紙類    　　　　　　　    45ｔ
水資源使用量　　　　上水　　　　　　　　　　　 107千ｍ3

エネルギー使用量　　電力　　　 　　　　　　　  447千ｋＷｈ
　　　　　　　　　　ガス　　　　　　　　   　　 68千ｍ3
                    ガソリン  　　　　　　　  5.24ｋ
物質使用量　　　　　用紙類       　　　　　　　 11ｔ
水資源使用量　　　　上水　　　　　　　　　　　   3千ｍ3

事務局
地域・国際交流プラザ
建物延面積（7,613m2）

エネルギー使用量　　電力　　　　　   　　　　　173千ｋＷｈ
水資源使用量　　　　上水　　　   　　　　　　　  2千ｍ3岡崎･瀬戸･中常三島･北常三島・

国府･城南･北島･櫛木地区
建物延面積（6,141m2）

エネルギー使用量　　電力　　　　　　　　　　33,302千kWh
　　　　　　　　　　ガス　　　　　　　　　　 9,070千ｍ3
　　　　　　　　　　重油     　　　　　　　    257ｋ
　　　　　　　　　　ガソリン  　　　　　　　  0.54ｋ
物質使用量　　　　　用紙類     　　　　　　　   74ｔ  
水資源使用量　　　　上水　　　 　　　　　　　　111千ｍ3
　　　　　　　　　　井水　　　　　　　　　　 　359千ｍ3　　

蔵 本 地 区

常 三 島 地 区

新 蔵 地 区

そ の 他 地 区

医学部・歯学部・薬学部・附属
病院・各センター・附属図書館
など
建物延面積（173,006m2）

総合科学部・工学部・全学共通
教育・各連携推進機構・高度情
報化基盤・学務部・附属図書館
など
建物延面積（103,386m2）

建物延面積（290,146m2）

５．マテリアルバランス５．マテリアルバランス
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温室効果ガス   　 27,640ｔ-ＣＯ2
有機廃液 　         29.8ｋ
無機廃液 　          3.9ｋ
写真廃液　           1.2ｋ
一般廃棄物         1,284ｔ
産業廃棄物           332ｔ
下水道         　    540千ｍ3
硫黄酸化物           3.6ｔ
窒素酸化物          10.8ｔ
温室効果ガス    　　　　　　　  22,397ｔ-ＣＯ2
有機廃液　    　　　　　　　      18.1ｋ
無機廃液　    　　　　　　　       0.5ｋ
写真廃液　     　　　　　　　      1.2ｋ
一般廃棄物    　　　　　　　     1,088ｔ
産業廃棄物    　　　　　　　       324ｔ
下水道        　　　　　　　       428千ｍ3
硫黄酸化物     　　　　　　　      2.5ｔ
窒素酸化物       　　　　　　　   10.6ｔ

温室効果ガス    　　　　　　　   4,925ｔ-ＣＯ2
有機廃液　    　　　　　　　      11.7ｋ
無機廃液　      　　　　　　　     3.4ｋ
写真廃液　   　　　　　　　          0ｋ
一般廃棄物   　　　　　　　        178ｔ
産業廃棄物 　　　　　　　            8ｔ
下水道        　　　　　　　       107千ｍ3
硫黄酸化物      　　　　　　　     1.1ｔ
窒素酸化物       　　　　　　　    0.2ｔ

温室効果ガス    　　　　　　　     250ｔ-ＣＯ2
一般廃棄物      　　　　　　　      18ｔ
下水道          　　　　　　　       3千ｍ3

温室効果ガス    　　　　　　　      68ｔ-ＣＯ2
下水道           　　　　　　　      2千ｍ3

４月～２００９年３月の累計）

常 三 島 地 区

新 蔵 地 区

そ の 他 地 区

蔵 本 地 区

５．マテリアルバランス
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
その他地区

新蔵地区

常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

新蔵地区

その他地区

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
そ の 他 地 区
　 計 　

33,090
11,792
340
198

45,420

33,722
12,091
349
198

46,360

33,807
11,008
433
183

45,431

33,731 
10,871
450
177

45,229

33,302
10,532
447
173

44,454

Ｈ16　　　Ｈ17　　　　Ｈ18　　　 Ｈ19        Ｈ20

(年度)

電
力
量
（
千
ｋ
Ｗ
ｈ
）

(単位：千ｋＷh)

33,090

計 45,420千kWh 計 46,360千kWh 計 45,431千kWh 計 45,229千kWh 計 44,454千kWh 

11,792

340
198

33,722

12,091

349
198

33,807

11,008

433
183

33,302

10,532

33,731

10,871

450
177

447

173

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000
重油

ガス

電力

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

　 　
電 　 力
ガ 　 ス
重 　 油
　 計 　

162,796
211,083
18,025
391,904

166,896 
219,505
20,801
407,202

163,552
200,853
16,266
380,671

163,512
200,137
15,249
378,898

160,034
185,235
11,926
357,195

Ｈ16　　　Ｈ17　　　 Ｈ18　　　　Ｈ19　　　　Ｈ20
(単位：ＧＪ)

熱
量
（
Ｇ
Ｊ
）

電力

ガス

重油

発熱量換算係数

電力　　　　 ：0.0036GJ/kWh

ガス(5B)     ：0.01884GJ/m3

重油(A)　　  ：0.0391GJ/

162,796

211,083

18,025

計 391,094GJ

166,896

219,505

20,801

計 407,202GJ

163,552

200,853

16,266

計 380,671GJ

160,034

185,235

163,512

200,137

11,926

計 357,195GJ

15,249

計 378,898GJ

都市ガスの種類を全て５Ｂガスに換算した数値です。
5

10

15

20

25

30 H20

H19

H18

H17

H16

321121110987654

気
温
（
℃
）

（月）

徳島市の過去５年間の

平均気温の変化表

本学で教育・研究に使用された総エネルギー使用量は、電力、都市ガス、重油を地区毎に算出し、そ
の合計を総エネルギーとしました。
平成２０年度の総エネルギー使用量は３５７,１９５ＧＪ、これは昨年度より約５.７％の削減となっ
ています。特に重油使用量は約２１.８％が削減されました。これは、自家発電設備の稼働時間の縮小及
び冬季暖房施設の面積の縮小によるものです。

平成２０年度の電力使用量は４４,４５４千ｋＷｈ、これは昨年度と比較して微量ではありますが約１.７
％の削減となっています。
削減の要因は、省エネ活動の啓発、また改修工事において省エネ機器に更新したことによるものです。

（１）総エネルギー使用量（１）総エネルギー使用量

（２）電力量（２）電力量

（３）ガス量

（４）重油量

６．総エネルギー使用量とその低減対策６．総エネルギー使用量とその低減対策
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(年度)

(単位：ｋ )

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
　 計 　

330
131
461

399
133
532

303 
113 
416

312 
78 
390

257
48
305

Ｈ16　　　Ｈ17　　　  Ｈ18　　　　Ｈ19　　　  Ｈ20

0

100

200

300

400

500

600
常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

重
油
量
（
ｋ
 ）

330

131

計 461k

399

133

計 532k

303

113

計 416k

312

78

計 390k

257

48

計 305k

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
新蔵地区

常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

新蔵地区

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
　 計 　

10,365
768
71

11,204

10,778
815
58

11,651

9,946
655
60

10,661

9,843 
710 
70 

10,623

9,070
694
68

9,832

Ｈ16　　　Ｈ17　　　  Ｈ18　　　　Ｈ19　　　  Ｈ20

(年度)

(単位：千ｍ3)

ガ
ス
量
（
千
ｍ
3 ）

都市ガスの種類を全て５Ｂガスに換算した数値です。

10,365

768

71

計 11,204千ｍ3

10,778

815

58

計 11,651千ｍ3

9,946

655

694

60

計 10,661千ｍ3 計 9,832千ｍ3

9,070

68

710

9,843

70

計 10,623千ｍ3

平成２０年度のガス使用量は９,８３２千ｍ3、これは昨年度と比較して約７.４％の削減となっています。
削減の要因は、省エネ活動の啓発、また改修工事において省エネ機器に更新したことによるものです。

本学の重油の使用は、蔵本地区の自家発電機燃料と常三島地区の暖房用ボイラー燃料に使用していま
すが、他の地区では使用していません。
平成２０年度の重油使用量は３０５ｋ 、これは昨年度と比較して約２１.８％の削減となり２００８
年度目標を達成しています。
削減の要因は、常三島地区における冬季暖房する施設面積を減らしたことです。

（１）総エネルギー使用量

（２）電力量

（３）ガス量（３）ガス量

（４）重油量（４）重油量

６．総エネルギー使用量とその低減対策
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0
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新蔵地区

常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

新蔵地区

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
　 計 　

77 
58 
16 
151

84 
56 
13 
153

77 
55 
17 
149

76 
46 
12 
134

74
45
11
130

Ｈ16　　　 Ｈ17　　　  Ｈ18　　　 Ｈ19        Ｈ20

(年度)

(単位：ｔ)

用
紙
投
入
量
（
ｔ
）

77

58

16

計 151t

84

56

13

計 153t

77

55

17

計 149t

74

45

11

計 130t

76

46

12

計 134t

本学の物質投入量については、用紙類が大半を占めていることから用紙使用量を削減し、再使用・再
利用を推進することによって環境負荷を抑制することを図っています。
平成２０年度の用紙類使用量は１３０t、これは昨年度と比較して約３.０％の削減となり２００８年
度目標を達成しています。
学内におけるコピー用紙の両面使用やペーパーレス化等の啓発活動により、用紙使用量等を削減する
ことができました。

　　　本学での用紙は８種類に分類しています。
　　　　（１)コピー用紙　　　　　　　　　　　　　　　　（５)印刷用紙(カラー用紙を除く)
　　　　（２)フォーム用紙　　　　　　　　　　　　　　　（６)印刷用紙(カラー用紙)
　　　　（３)インクジェットカラープリンター用塗工紙　　（７)トイレットペーパー
　　　　（４)ジアゾ感光紙　　　　　　　　　　　　　　　（８)ティッシュペーパー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  Topic  of  The  University  of  Tokushima

棚田保全に関する共同研究棚田保全に関する共同研究

中山間地域活性化支援事業の一環として、徳島県上勝町樫原地区の
棚田景観の保全事業調査を行いました(平成１８年～平成１９年)。
また、平成２０年には、これらの調査データに基づき、地域の方々
の協力を得て、樫原地区の歴史解説、棚田景観の写真、歴史的絵図、
景観散策マップを掲載した端原紹介パンフレット
｢樫原の棚田村へ ようこそ｣を作成し、現地見学
者に見ていただけるよう水車小屋や展望台に設置
しました。

（１）総物質投入量（１）総物質投入量 （１）水資源投入量

８．水資源投入量とその低減対策７．総物質投入量とその低減対策７．総物質投入量とその低減対策
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